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役職等はすべて取材日時点のものです。 

“ ” 

が開催されました
 

平成 30 年３月８日、県立釜石病院大会議室を会場に、釜石・大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（通称 

  ・ＯＫスクラムねっと）の結成総会が開催されました。当日は、140 人を超える医療・介護関係多職種が参 

  加し、連携に対する意識を高め、交流を深めました。 

   この総会は、ＯＫスクラムねっと事務局（県立釜石病院地域医療福祉連携室）が設立趣旨等を提案する「議 

事」と、外部講師を招いた「基調講演」からなり、議事では、県立釜石病院の阿部事務局次長が、設立の背景 

や設立目的、活動内容、会則などを説明し、拍手で承認されました。以下にその一部を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続く基調講演では、ＮＰＯ法人全国連携実務者ネットワークの理事長を務める、宮古病院主任医療社会事業 

士の湯澤克氏を講師に迎え、「医療・介護・行政連携の実際について」をテーマに講演が行われました。足下 

の課題に目を向けることから始まり、関係を築き、勉強会等に発展させる中で課題を解決すると共に、地域や 

住民、多職種に成果を還元していく連携の取り組みについて、実体験に基づいてお話しいただきました。 

 総会終了後には懇親会が開かれ、90 人近くの多職種が参加しました。所属や職種を超えて会話を楽しむ中 

で、技術と知識を持ち寄った現場レベルでのより深い連携の基礎となる、顔の見える関係が築かれる様子がう 

かがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年６月発行 

講師の湯澤克氏 釜石・大槌地域を共に支えましょう！ 

設 立 目 的 

① 理解を広げる場 当医療圏域の連携強化を目的に、連携実務担当者の意見交換と情報共有を行う。 

② 課題抽出および解決の場 多職種全体で解決すべき課題を抽出し、解決に向けた方向性を見出す。 

③ 情報連携を促進する場 住民が質の高いケアをシームレスに受けられるために、ICT などを用い 

た情報共有システムと連携する。 

④ 住民への発信の場 講演会や勉強会などを通して住民への啓発活動を進める。 
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平成 29 年 12 月から翌１月にかけて、釜石保健医療圏（釜石市及び大槌町）に所在する医療・介護関係施 

  設に対して行った「在宅医療・介護実態調査」について、結果を取りまとめましたので、内容の一部をご紹介 

  します。いただいた回答は、内容を分析し、今後の連携活動に活用していきます。 
 

 

 

◆病院    83%（5/6 病院） ◆保険薬局  95%（20/21） ◆訪問看護   100%（2/2） 

◆医科診療所 89%（17/19）  ◆介護事業所 75%（18/24） ◆訪問リハビリ 100%（2/2） 

◆歯科診療所 88%（16/18）  ◆介護施設  85%（18/21）     全体…87%  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各職種における多職種連携の満足度   

 回 答 率
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 「多職種連携の満足度」に関する質問は、各機関・施設等の「医療・介護連携担当者」の主観により、0

点～10 点の１１段階で答えていただいたもの。 

 連携の満足度は、病院、医科診療所、保険薬局、訪問看護、訪問リハビリなどで高く、歯科診療所で低か

った。 

 介護事業所や介護施設では、事業所ごと・施設ごとに満足度のばらつきがあり、職種全体の傾向を求める

のが難しいことが分かった。 

 連携の課題を抱えている場合であっても、代表者や職員が積極的に多職種連携の活動（研修会、講演会、

ワークショップなど）に参加している機関・施設等では、多職種連携の満足度が高い傾向にあった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査を始めた平成 26 年度から 29 年度にかけて、在宅医療が行われた件数は減少しており、訪問診療を

受けた実患者数も同様に減少している。（左図） 

 一方で、在宅医療の主な対象となると考えられている高齢者数は、65 歳以上・75 歳以上共に、圏域の

総人口が減少しているにも関わらず増加傾向にあり、高齢化率も同様に高まっている。（右図） 

※当圏域の人口（市町の合計）… H26 年３月末 49,257 人 ⇒ H29 年 3 月末 47,181 人 

 今回の調査では、「在宅医療の件数の減少」と「在宅医療を行っている診療所の医師数の増減」との相関

関係は見られなかった。（左図） 

 圏域内で在宅医療の件数が減少しているのはなぜか。診療報酬の改定によるもの、在宅医療の適用になら

ない高齢者の増加、介護力の低下など様々な要因が考えられる。今後は高齢者人口においても減少が見込

まれる中、限りある資源を活用してより良い在宅医療・介護をニーズに応じて適切に提供するにはどのよ

うな連携が必要か、継続して多職種と協議し、現場レベルでの連携に繋げていきたい。 

 

   平成 26 年度から始めたこの調査は、毎年継続して実施し、データを積み上げることで、当地域の多職種連 

  携の充実度等を測る指標として、また、各職種・各事業者が持つ課題を発掘するツールとして活用していきま 

す。今年度も同様の調査を実施する予定ですので、ご協力のほどお願い申し上げます。 

 

在宅医療（訪問診療・往診）件数の推移 
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   平成 30 年 1 月 23 日、中妻地区生活応援センターにおいて、「終活講演会」が開催されました。「終活」 

  とは、「自分の人生の終末のためにする活動」を表した造語で、当初は自分の葬儀や墓について生前に準備す 

  ることを指しましたが、言葉が定着するにつれ、医療や介護についての要望、身辺整理、遺言、相続の準備な 

ども含まれるようになったとされています。 
 

   今回の講演会は、釜石市地域包括ケア推進室が主催 

する市内初の終活講演会となりました。釜石ひまわり 

基金法律事務所の多田創一弁護士が講師を務め、「人 

生 100 年時代の終活講演会」と題した今回の講演会 

には、あいにくの大雪にも関わらず、約 20 人の市民 

が参加し、注目度の高さが伺えました。 

   講演では、最初に家族間の係争に発展した相続事例 

  が紹介され、そのようなケースに陥らないためには、 

  事前に準備しておくことが大切であり、そのために 

 

                           終活ノートを活用してほしい、と説明がありました。 

                            また、「自分は資産を持っていない」という高齢者 

でも、ほとんどが年金の振込先となる銀行口座を持っ 

ており、動産や不動産がある以上は親族間の揉め事に 

繋がる心配があることから、資産状況の把握や整理な 

どの事前準備が大切であるとのことでした。 

 参加者は実際に終活ノートを開き、自分が活用する 

様子をイメージしました。 

 

   今年度も同様の終活講演会が下記の日程で開催され 

ます。医療・介護関係多職種の方、終末期に関わるこ 

とが多い方はもちろん、どなたでもご参加ください。 

 

 

  

開催日時 会場 申込締切 

5 月 31 日（木） 

※終了 

9:30～11:30 甲子地区生活応援センター 
5/28 

14:00～16:00 唐丹地区生活応援センター 

6 月 19 日（火） 13:30～15:30 平田集会所（平田地区応援センター） 6/14 

6 月 29 日（金） 10:00～12:00 栗橋地区基幹集落センター 6/26 

6 月 30 日（土） 10:00～12:00 市営青葉ビル（研修室１・２） 6/27 

7 月 2 日（月） 14:00～16:00 鵜住居地区生活応援センター 6/27 

 

今号は初夏の発行を予定したため、さわやかな運動

会のイメージでタイトルを作成しました。しかし関西出

身の身内は「運動会は秋やろ」と…。地域や年代にもよ

るのでしょうか？よく晴れた暑くも寒くもない日なら春

でも秋でも大歓迎！ですね（^-^）(N) 

 

〒026-0025 釜石市大渡町３丁目１５番２６号 

0193-55-4536      0193-22-6375 

zaitaku@team-kamaishi.jp 

ウェブサイト http://teamkamaishi.ec-net.jp 

ブログ http://blog.goo.ne.jp/teamkamaishi 

申込み 

お問合せ 

◆ 

市地域包括 

ケア推進室 

℡22-0233 

  

親しみやすい雰囲気の多田弁護士 

真剣に耳を傾けます 

参加者に配られた「終活ノート」


